
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

【

公

告

】

○

土

地

改

良

区

清

算

人

の

就

職

届

耕

地

課

目

次

担

当

課

（

室

）

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

【

監

査

事

務

局

】

【

規

則

】

○

岡

山

県

監

査

事

務

局

処

務

規

程

の

一

部

改

正

監

査

事

務

局

○

岡

山

県

公

印

寸

法

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

総

務

学

事

課

（

県

例

規

集

登

載

）

○

岡

山

県

事

務

処

理

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

〃

【

人

事

委

員

会

】

則

○

岡

山

県

人

事

委

員

会

事

務

局

処

務

規

程

の

一

部

人

事

委

員

会

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

改

正

【

訓

令

】

（

県

例

規

集

登

載

）

○

岡

山

県

公

印

管

守

規

程

の

廃

止

〃

【

労

働

委

員

会

】

○

岡

山

県

庁

文

書

規

程

の

一

部

改

正

〃

○

岡

山

県

労

働

委

員

会

事

務

局

事

務

処

理

規

程

の

労

働

委

員

会

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

一

部

改

正

【

合

同

訓

令

】

（

県

例

規

集

登

載

）

○

岡

山

県

公

印

管

守

規

程

〃

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

岡

山

県

公

印

寸

法

第

四

条

の

規

定

に

よ

る

行

政

〃

行

為

等

の

重

要

書

類

に

使

用

す

る

公

印

の

廃

止

（

県

例

規

集

登

載

）

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

の

届

指

導

監

査

室

出

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

更

新

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

岡

山

県

公

報

令和４年２月１０日 第１２３６９号



◎
岡
山
県
規
則
第
五
号の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

岡
山
県
公
印
寸
法

令
和
四
年
二
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
公
印
寸
法

（
昭
和
二
十
七
年
岡
山
県
規
則
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

岡
山
県
公
印
寸
法

る
。第

四
条
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
規
則
第
六
号

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

岡
山
県
公
印
管
守
規
程

昭
和

年
岡
山
県
訓
令
第

号
岡

別
表
第
一

２
の
項

中
「

（

2
7

5
7

」
を
「

）

(1)

13
（

」
に
改
め
る
。

山
県
公
印
管
守
規
程

令
和
４
年
岡
山
県
訓
令
・
岡
山
県
警
察
訓
令
第
１
号

）

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
訓
令
第
一
号

庁

中

一

般

出

先

機

関

岡
山
県
公
印
管
守
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
岡
山
県
訓
令
第
五
十
七
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
四
年
二
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
訓
令
第
二
号

庁

中

一

般

（

）

。

岡
山
県
庁
文
書
規
程

昭
和
三
十
八
年
岡
山
県
訓
令
第
十
八
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

令
和
四
年
二
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

第
二
十
九
条
中
「
岡
山
県
公
印
管
守
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
岡
山
県
訓
令
第
五
十
七
号

」
を
「
岡

）

山
県
公
印
管
守
規
程
（
令
和
四
年
岡
山
県
訓
令
・
岡
山
県
警
察
訓
令
第
一
号

」
に
改
め
る
。

）

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年２月１０日　岡山県公報　第１２３６９号



◎

第
一
号

岡

山

県

訓

令

岡
山
県
警
察
訓
令

庁

中

一

般

出

先

機

関

警

察

本

部

岡
山
県
公
印
管
守
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
十
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
警
察
本
部
長

檜

垣

重

臣

岡
山
県
公
印
管
守
規
程

（
趣
旨)

、

、

。

第
一
条

公
印
の
保
管

使
用
そ
の
他
公
印
管
守
に
つ
い
て
は

こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
程
で
「
公
印
」
と
は
、
岡
山
県
公
印
寸
法
（
昭
和
二
十
七
年
岡
山
県
規
則
第
九
十
一

号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
印
を
い
う
。

（
公
印
事
務
の
処
理
）

第
三
条

公
印
に
関
す
る
事
務
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
総
務
学
事
課
に
お
い
て
総
括
す
る
。

一

公
印
台
帳
（
様
式
第
一
号
）
の
整
備
保
管

二

廃
止
公
印
の
保
管

三

そ
の
他
公
印
の
取
扱
上
必
要
な
事
項

（
公
印
の
管
守
）

第
四
条

県
印
、
収
入
決
定
者
印
、
知
事
職
務
代
理
者
印
及
び
副
知
事
印
は
総
務
学
事
課
長
が
、
知
事

印
は
主
管
課
長
（
岡
山
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
二
号
。
以
下
「
組

織
規
則
」
と
い
う

）
第
十
四
条
に
規
定
す
る
課
の
長
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
及
び
警
察
本
部
警

。

。

務
部
警
務
課
長
が
、
部
長
印
、
次
長
印
及
び
部
印
は
主
管
課
長
が
、
会
計
管
理
者
印
は
出
納
局
会
計

課
長
が
、
そ
の
他
の
公
印
は
課
及
び
室
（
組
織
規
則
第
六
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
課
又

は
室
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
並
び
に
出
先
機
関
（
組
織
規
則
第
五
条
第
四
号
に
規
定
す
る
出
先
機

。

関
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
の
長
が
管
守
す
る
。

。

２

県
印
、
知
事
印
及
び
知
事
職
務
代
理
者
印
で
特
定
の
目
的
に
使
用
す
る
も
の
は
、
知
事
の
承
認
を

得
て
、
総
務
学
事
課
長
、
主
管
課
長
及
び
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
長
以
外
の
者
に
管
守
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
公
印
の
新
調
等
）

第
五
条

公
印
を
管
守
す
る
者
は
、
公
印
を
新
調
し
、
改
刻
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
手
続
を
経
て
、
公
印
を
新
調
し
、
改
刻
し
、
又
は
廃
止
し
た
と
き
は
、
公
印
名
、
印
影
及

、

、

び
使
用
又
は
廃
止
の
年
月
日
を
総
務
学
事
課
長
に
通
知
し

公
印
台
帳
に
登
載
を
受
け
る
と
と
も
に

廃
止
し
た
公
印
は
、
総
務
学
事
課
長
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
印
の
取
扱
）

第
六
条

公
印
は
、
常
に
堅
ろ
う
な
容
器
に
納
め
て
錠
を
施
し
、
第
四
条
に
規
定
す
る
管
守
者
（
以
下

「
管
守
者
」
と
い
う

）
が
保
管
、
使
用
そ
の
他
の
責
任
を
負
う
も
の
と
す
る
。

。

（
公
印
取
扱
者
及
び
そ
の
代
理
者
）

第
七
条

管
守
者
は
、
公
印
取
扱
者
を
定
め
、
そ
の
管
守
す
る
公
印
の
保
管
、
使
用
そ
の
他
の
関
係
事

務
を
処
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
公
印
取
扱
者
は
、
組
織
規
則
第
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
本
庁
に
あ
っ
て
は
特
別
の
事
情

が
な
い
限
り
岡
山
県
庁
文
書
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
岡
山
県
訓
令
第
十
八
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
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る
文
書
副
管
理
者
を
、
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
に
あ
っ
て
は
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
次
長
を
充

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

公
印
取
扱
者
が
不
在
の
と
き
は
、
管
守
者
が
定
め
た
職
員
が
そ
の
事
務
を
行
う
。

（
公
印
の
使
用
）

第
八
条

公
印
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
押
印
し
よ
う
と
す
る
書
類
に
起
案
文
書
そ
の
他
証
拠

書
類
を
添
え
、
公
印
取
扱
者
（
そ
の
不
在
の
と
き
は
そ
の
代
理
者
と
し
、
公
印
取
扱
者
の
任
命
の
な

い
と
き
は
管
守
者
と
す
る
。
以
下
同
じ

）
に
提
示
し
て
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

２

公
印
取
扱
者
は
、
公
印
の
使
用
を
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
起
案
文
書
に
認
印
を
押
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
起
案
文
書
の
な
い
場
合
に
お
い
て
、
や
む
を
得
ず
公
印
を
使
用
さ
せ
た
と
き

は
公
印
特
別
使
用
簿
（
様
式
第
二
号
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
印
の
刷
り
込
み
）

第
九
条

納
入
通
知
書
そ
の
他
主
管
課
総
務
班
長
（
組
織
規
則
第
十
四
条
に
規
定
す
る
課
の
総
務
班
長

を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ

）
が
特
に
必
要
と
認
め
た
も
の
の
公
印
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
前

。

条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
公
印
を
刷
り
込
む
こ
と
に
よ
り
押
印
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
公
印
を
刷
り
込
も
う
と
す
る
と
き
は
、
公
印
刷
り
込
み
申
請
書
（
様
式
第
三

号
）
を
主
管
課
総
務
班
長
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

公
印
の
刷
り
込
み
を
行
う
課
及
び
室
並
び
に
出
先
機
関
に
あ
っ
て
は
、
公
印
刷
り
込
み
文
書
受
払

台
帳
（
様
式
第
四
号
）
に
よ
り
刷
り
込
み
文
書
の
保
管
及
び
使
用
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
出
納
員
印
等
の
取
扱
い
）

第
十
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
公
印
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
が
そ
の
保
管
、
使
用
そ
の
他
の
責
任

を
負
う
も
の
と
す
る
。

一

出
納
員
印

出
納
員

二

収
納
出
納
員
印

収
納
出
納
員

三

企
業
出
納
員
印

企
業
出
納
員

２

出
納
員
印
、
収
納
出
納
員
印
及
び
企
業
出
納
員
印
の
新
調
、
改
刻
又
は
廃
止
の
場
合
に
は
、
第
五

条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
通
知
し
、
及
び
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

通
知
及
び
引
継
ぎ
は
、
所
属
長
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
管
守
状
況
の
調
査
報
告
）

第
十
一
条

総
務
学
事
課
長
は
、
期
間
を
定
め
、
管
守
者
の
公
印
管
守
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
調
査

し
、
そ
の
状
況
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

総
務
学
事
課
長
は
、
前
項
の
調
査
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
管
守
者
に
報
告
を
求
め
、
書

類
又
は
帳
簿
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
、
岡
山
県
公
印
管
守
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
岡
山
県
訓
令

第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
公
印
台
帳
（
様
式
第
一
号
）
に
よ
り
調
製
さ
れ
た

台
帳
は
、
こ
の
訓
令
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
調
製
さ
れ
た
台
帳
と
み
な
す
。
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（第３条関係）様式第１号

公 印 台 帳 （保管主務課別）

廃止年月日
公 印 名 印 影 制定年月日 使 用 範 囲

そ の 他
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（第８条関係）様式第２号

公 印 特 別 使 用 簿

月 日 使 用 課 使 用 の 理 由 公 印 名 使用枚数
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（第９条関係）様式第３号

番 号

年 月 日

殿

長

公印刷り込み申請書

岡山県公印管守規程（令和４年岡山県訓令・岡山県警察訓令第１号）第９条第２項の

規定により，次のものについて公印刷り込みの承認をお願いします。

件 名

公 印 の 種 類

印 刷 枚 数 枚

使 用 期 間 年 月から 年 月まで

使用目的及び刷

り込みの必要性
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（第９条関係）様式第４号

公印刷り込み文書受払台帳 件名（ ）公印の種類（ ）

課長 班長 担当 年 月 日 摘 要
承 認 印刷枚数 使用枚数 残存枚数

番 号 (受) (払) (残)

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

備考：摘要欄には，破損枚数，発送番号等を記入すること。
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
三
号

岡
山
県
公
印
寸
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
行
政
行
為
等
の
重
要
書
類
に
使
用
す
る
公
印
（
平
成
十
七

年
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
四
年
二
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
四
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
二
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
フ
ァ
ー
ス
ト 

  

２  

所
在
地 

真
庭
市
福
田
二
七
九
―
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
メ
デ
ィ
カ
ル 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

真
庭
市
上
河
内
四
一
〇
―
二 

三 

廃
止
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
一
月
三
十
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
一
四
〇
〇
二
九
九 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
） 
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
五
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。 

令
和
四
年
二
月
十
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

 

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 

称 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

更
新
年
月
日 

サ
カ
エ
薬
局
山
陽
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

赤
磐
市
日
古
木
七
九
九
―
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
四
年
二
月
一
日 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
デ
ュ
ー
ン
倉
敷 

 
 

 
 

 
 

 

倉
敷
市
松
島
一
一
四
一
―
五
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ａ
一
階
西
号 

 
 
 

令
和
四
年
二
月
一
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
二
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

美
作
市
久
賀
字
雁
逧
一
五
〇
二
、
一
五
〇
三
、
一
五
〇
四
の
一
、
一
五
〇
四
の
三
、
一
五
〇
五
、

一
五
一
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
雁
逧
一
五
〇
五
、
一
五
一
二

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
美
作
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。
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〔
六
〇
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
改
良
区
清
算
人
の
就
職
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
二
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

大
崎
南
土
地
改
良
区

二

就
職
清
算
人

就
職
清
算
人
氏
名

住

所

芦
田

裕
士

津
山
市
金
井
二
二
九
番
地

芦
田

実

〃

〃

二
三
六
番
地

神
﨑

安
德

〃

西
吉
田
二
四
九
番
地

岸
本

光
弘

〃

中
原
二
八
番
地
二

小
林

範
久

〃

金
井
二
六
八
番
地
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〔
六
一
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
美
作
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。 

 
 

令
和
四
年
二
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
県
指
令
美
作
局

建
第
六
〇
二
四
号 

令
和
四
年
一
月
三
十

一
日 

番

号 

指

定

年

月

日 

勝
田
郡
勝
央
町
黒
土
字
久
保
田
一
一
七

番
一 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

道

路

の

位

置 

六
・
〇
〇 

道
路
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル) 

九
六
・
二
四 

道
路
の
延
長 

(

メ
ー
ト
ル) 
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◎
岡
山
県
監
査
委
員
訓
令
第
一
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

監 

査 

事 

務 

局 

 
岡
山
県
監
査
事
務
局
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
岡
山
県
監
査
委
員
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
二
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
代
表
監
査
委
員 

 

浅 
 

間 
 

義 
 

正 

 

第
七
条
中
「
岡
山
県
公
印
管
守
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
岡
山
県
訓
令
第
五
十
七
号
）
」
を
「
岡
山
県

公
印
管
守
規
程
（
令
和
四
年
岡
山
県
訓
令
・
岡
山
県
警
察
訓
令
第
一
号
）
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号

人

事

委

員

会

事

務

局

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
六
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
二
月
十
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

第
八
条
中
「
岡
山
県
公
印
管
守
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
岡
山
県
訓
令
第
五
十
七
号

」
を
「
岡
山
県

）

公
印
管
守
規
程
（
令
和
四
年
岡
山
県
訓
令
・
岡
山
県
警
察
訓
令
第
一
号

」
に
改
め
る
。

）

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
労
働
委
員
会
訓
令
第
一
号

岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局

岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局
事
務
処
理
規
程
（
昭
和
五
十
四
年
岡
山
県
地
方
労
働
委
員
会
訓
令
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
二
月
十
日

岡
山
県
労
働
委
員
会

会

長

西

田

和

弘

第
四
条
第
二
項
中

岡
山
県
公
印
管
守
規
程

昭
和
二
十
七
年
岡
山
県
訓
令
第
五
十
七
号

を

岡

「

（

）
」

「

山
県
公
印
管
守
規
程
（
令
和
四
年
岡
山
県
訓
令
・
岡
山
県
警
察
訓
令
第
一
号

」
に
改
め
る
。

）

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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